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NPO 法人医療制度研究会平成２２年度事業報告 

 

■講演会・セミナー開催 

１）第 63回 「医療保険改革の課題」 岩本康志氏（東大経済学研究科教授） 2010.5.29 

２）第 64 回 「お母さんが小児科を救った」 足立智和氏（丹後新聞社記者） 2010.8.7  

３）第 65 回 「地域ケアをどう作るか」 山路憲夫氏（白梅学園大学教授） 2010.9.11 

４）第 66 回 「高齢者医療保険制度の問題点～保険？か税か？」須藤康夫氏（MS&AD 基

礎研究所）、中澤堅次氏（済生会宇都宮病院院長） 2010.11.27 

５）第 67 回 「ワクチンで防げる病気を知って、子どもを守ろう」薗部友良氏（日赤医療センタ

ー）2011.2.6 

６）草津セミナー 「病人権利とハンセン病の歴史」  2010.4.24～2010.4.25 参加者 30 名 

講演会：「ハンセン病の歴史」酒井シズ氏、「ハンセン病とコンウォールリー女史

の救済活動」松浦信氏 

見学会：栗生楽泉園・聖バルナバ教会・マーガレット館・湯ノ沢地区跡 

■会報通信発行・投稿・調査活動 

１）医療制度研究会通信（2010 年 8 月）、総会報告（2010 年 6 月） 

２）日本医師会雑誌(２０１０年９月)、MRIC への投稿（中澤堅次理事長）等 

３）[医師需要と医師養成―医師丌足対策私案]（中澤堅次理事長） 

   日本医師会雑誌：139 巻 6 号 p.1306、 2010.9 

■メルマガ発行 （編集者：市川直明理事）隔月発行（Web サイトに随時掲載） 

■Web サイトによる情報発信 

１）他の団体の講演会・研究会のお知らせ、合計９回掲載など 

２）投稿原稿の掲載 

３）会報、セミナー報告、総会資料、メルマガ情報掲載、他 

■本田宏副理事長の活動:：別紙 

１）講演、学会発表等：41 回  

２）テレビ収録等：４回  

３）新聞、雑誌等取材：15 回 

４）論文、取材記事等：30 編 

■各理事の活動 

■ワクチン情報提供サイト立ち上げに参画： 

詳細については監事の高木貴吉氏より別途報告 
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NPO 法人医療制度研究会平成２３年度事業計画 

 

■平成 23年度目標について 

東日本大震災は被災地に大きな被害をもたらしました。復興のため国には支援が、国民には忍耐

が要求されます。社会保障制度も変換が求められ、政権が代わり今までと異なった方向性が垣間見

えるなかで、実態に基づいた医療制度の研究と社会改革の提言は今後も重要な課題と思います。 

今までの活動は、医療制度や社会保障制度を学び現状の課題を正しく認識し政策提言をすることで

したが、そのなかで見えてきた具体的な方針は 

・基本的人権に基づいた病人権利擁護活動の一歩を進める 

・子育て支援に関する活動への協力に持てる力を発揮する 

・死を正しく理解した医療を提供するために必要な調査研究を行う 

などがあげられます。これらを踏まえて今年度の目標を以下の通りに掲げたいと思います。 

① 任期満了に伴う組織の再編 

② 各講演会の形態を勉強会型から参加・議論型へ 

③ 病人権利の概念の明文化 

④ patients’ rights に関する議論の継続 

⑤ 2012 年度の草津セミナー開催準備 

⑥ ワクチン情報提供サイトの完成を受け、NPO協力の形態確立と共通認識の構築 

■講演会の開催について 

第 68 回（6 月 26 日） 

第 69 回（9 月予定） 

第 70 回（11 月予定）  

第 71 回 

第 72 回 

■草津セミナー企画立案・開催準備 

2012 年 4 月末開催予定（合宿研修会として） 

■会報通信発行 

■投稿・調査活動の継続 

■メルマガ発行 （編集者：市川直明理事）隔月発行し Web サイトに随時掲載  

■Web サイトによる情報発信 

■本田宏副理事長の活動 

■各理事の活動 

■ワクチン情報提供サイト運営協力体制の構築 

 

 


